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第47号（文責：安藤真二）

「同調圧力」

「お昼ご飯、何にする？」何人かで一緒

に出掛けたとき、誰かが「ラーメンが食べ

たい！」と言ったら、「ラーメンがいいね」

「ラーメンが食べたい」となって、ラーメ

ン屋に行くことになりはしないか。

自分は「定食屋さんがいいな！」とはな

かなか言えない。そんな雰囲気を感じ取っ

て、無言になっている自分…。

（ムクゲ 宮崎市柏原 2025.8.17）

本当の気持ちを抹殺してしまうことがあ

るように思う。何となく一緒にお店に入ら

なくてはと思ってしまうことがいいことだ

と思いがち…。

それなら、「定食屋さんに行ってくるか

ら、○○時ごろにこの場所に集合でいいか

な？」にはならない？ようだ。

そこにいるみんながひとつになって一緒

にというのは、この国にはよくある。

（畦のユリ 宮崎市浮田 2025.8.12）

英語で兄弟を brother という。また姉妹
を sister という。この言葉を中１で習った
とき、ちょっと気になったこと。

「これでは兄なのか弟なのか、姉か妹な

のかわからないではないか！？」どうして、

兄や弟、姉や妹の単語がないのか？

その答えは鴻上尚史氏の『「空気」を読

んでも従わない』（2019）にあった。
欧米人にとっては大した問題ではないと

いう。

（ハスの花 宮崎市倉瀬池 2025.7.27）

私は、相手が自分よりも年上なのか、そ

うでないのかを結構気にしていた。年の上

下関係が日常生活の基本的なルールである

と当然のように思っているから…。

儒教の影響が大きいのだろう。年の差な

く一人の人間として、相手を尊重すべきだ

が、同調圧力はなかなか手ごわい！

（ニューギニアインパチェンス宮崎市 2025.8.30）


